
【運動方針】
8月22～24日、「核兵器のない世界の平和

と安全」の運動を進展させた被爆地・広島で

開催されました。大会は、「国民の願いを実

現する新しい日本をつくろう、共同を広げ憲

法が生きる職場・地域・自治体を」のスロー

ガンと2013年までを視野に入れた運動方針

を70人の活発な討論のもとに確立しました。

また、変化する経済、社会、地方自治の情

勢を築いてきたのは私 たちの運動であり、今

後の継続と発展のためには、中期的計画を持

ち、職場を固め、理論と実践による政策提起

を住民と一緒に推進することを確認しました。

代議員からは、人員削減と健康破壊などが

増す中でも、職場で粘り強くたたかい、地域

住民と共同した自治体病院と地域医療を守る

運動、現業職場や保育職場の産業化に対する

取り組み、NPT再検討会議へのニューヨーク

行動に全国から170名の代表団の派遣や青年

自治研など若々しい活動が語られました。そ

して、すべての要求運動を組織の強化拡大と

次世代育成、自治労連共済拡大に結び付けよ
うとする報告が相次ぎました。

【組織強化拡大】
現状は、非正規公共労働者に対する一方的で

無法な雇い止め攻撃が全国の自治体で激しさを増しています。そこで大会では、雇用の安定、

均等待遇を求める「誇りと怒りの大運動」をすすめ10万人、全体で30万人の組織化に接近

することを決定しました。

【自治研集会】
10月16日～17日に岡山で開催される第10回地方自治研究全国集会で住民との共同を深め、

憲法をくらしと地方自治に生かす運動をさらに発展させ、住民が安心して生活できる民主的

自治体建設に向けて奮闘することを確認しました。

香川からは、21日事前会議の医療部会にさぬき市民病院職労から1名、本会議にさぬき市

職員組合から2名が参加しました。
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自治労連第32回定期大会開かれる

国民の願いを実現する新しい日本をつくろう！



第2回中国・四国ブロック医療交流集会へ5名で参加！！

8月28～29日、厳しい残暑から涼を求めて愛媛県久万高原町「ふるさと旅行村」
で、愛媛・高知・香川の医療・介護現場で働く組合員50名が参加して学習交流をし
ました。全国で起きている公立病院の経営形態の見直しの中、指定管理者制度によ
り職員を分限免職して民営化された周桑病院や地方公営企業法の全部適用になった
宇和島市立３病院、存続の危機にある四万十病院から現状報告があった。
それぞれ地域医療と公的病院を守り充実させる取り組みを住民とともに進めてい
る労働組合活動には、香川も大いに参考になりました。
集会は、石村貴彦・愛媛県本部医療評議会事務局長の基調報告、田福千秋・四国
ブロック議長を講師に自治体職場で必要な法律と2010人事院勧告の概要について
講義があった。また、高橋徹・愛媛県医労連書記長より、看護職場労働実態調査結
果を全国と愛媛を比較しての報告があり活動のヒントになりました。講義について
の質疑応答の後、労働者の権利クイズで“ためしてガッテン”して第1日目を終了、
バーベキューでの夕食で親睦を深めました。
2日目は、分科会①地域医療問題、②看護の質・労働実態、③介護職場交流、に
分かれて、各職場の労働環境、労働安全、研修制度など実態を報告し合い、日頃の
思いや苦労を共感して改善に向けての交流の場になりました。

輝け 憲法と地方自治！！ 連帯の力で くらしを守る政治へ！！

第１０回地方自治研究全国集会in岡山（10月16～17日）へ参加しよう！！

県事務所は、合併を検証する第2回「香川まちづくり学校」の開校に向けて、全国
の取り組みに学ぼうと、関係団体に参加要請を行っています。組合員の皆さんも、
是非参加してください。
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＜今後の予定＞

9月15日（水）四国ブロック（協）幹事会（高知）
9月17日（金）県事務所代表者会議（本部）
9月18日～19日（日）第1回地域医療を守る運動全国交流集会（東京）
9月20日（月）13：00～16：00 香川県内「9条の会」交流会（高松市民文化センター）
10月9日（土）13：30～ 香川県労連・組織対策会議（高松市民文化センター）
10月16日～17日（日）第10回地方自治研究全国集会（岡山シンフォニーホール）

さぬき市民病院職場で３６協定更新に伴う職員代表選出が行われています

自治労連労組は、労働時間外及び休日労働に関わる協定を病院当局と締結する職員代表の

選出にあたり、職員主体の民主的な手続きで進めています。今年４月より地方公営企業法の

全部適用になり、職員過半数を組織する労働組合が存在しない職場で、労働条件を決定する

労働協約の締結にも影響する重要な取り組みです。

患者・住民の皆様に十分な医療を提供するために、労働基準法遵守の最低労働条件は、確

保しなければなりません。やり甲斐を持って、働き続けられる職場に、みんなで力を合わせ
ましょう。


